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第48回欧州糖尿病学会に参加して

内科（糖尿病・内分泌）　医長　新谷 哲司

海外出張報告

iPS 細胞の治療応用
愛媛大学医学部附属病院　薬物療法・神経内科

教授　野元 正弘

　日本の医療は誰でも平等に最高の医療
を受けることが可能で、世界で最も優れ
た制度とされる。医療を受ける立場でも
医療関係者にとってもありがたい。しか
し、日本で使う医療機器や治療薬は輸入
されたものが多く、日本で開発されたも
のは少ない。私たちは日本が先進国と信
じているが、これには電気や自動車など
工学分野の研究開発が貢献しており、医
学関係の貢献は多くない。

　iPS 細胞の研究で山中伸弥先生がノーベ
ル賞を受賞された。今回のノーベル賞は
日本が医学分野でも世界に貢献できるこ
とを証明し、今後の発展が期待できる象
徴的な出来事となる。iPS 細胞は皮膚や口
内粘膜から採取したヒトの細胞を幼弱化
させ、神経や筋肉、心臓など、種々の細
胞へ進化させることを可能とする細胞で
ある（図）。この技術により、3 つの研究
が期待される。
　すぐに期待されるのは、例えば筋ジス

トロフィーでは iPS 細胞から筋ジストロ
フィーと同様の病気を持った筋細胞が作
成される。この細胞に薬を作用させて機
能が正常化されることを確認できれば、
その薬を治療薬の候補とできる。
　２つ目は iPS 細胞で正常な臓器を作成
して治療薬候補の薬を作用させることに
より、副作用の有無を確認することがで
きる。一般には健常人に服用してもらっ
て副作用のないことを確認しているが、
iPS 細胞を用いて簡単に調べることができ
る。
　3 つ目は iPS
細胞で神経細胞
や心臓を作成し
て移植に用いる
ことである。現
在、北米では脊
髄の病気に対し
て治験（研究治
療）が開始され
ている。幼弱化

された細胞は異常に増殖する可能性もあ
るため、最初は安全性の確認が大きな目
的となる。

　日本が世界をリードした電気製品の製
造は、そのほとんどは海外へ移転した。
現在自動車工場も移動しつつあり、これ
からの日本が世界に貢献できる最も大き
な分野は医学における研究開発である。
iPS 細胞の研究が世界に貢献できる大きな
ブースターになることを期待し貢献して
いきたい。

　今回は、自分のライフワークと考えて
いる糖尿病教育に関して、「The  Diabetes 
Education Program Affects the Depression 
Score  of  Type  2  Diabetic  Patients　（糖 尿
病教育入院が抑うつに影響を与える）」と
いう演題を発表してまいりました。

　元々は 3 年前に初期研修医として在籍
していた宮﨑大輔先生が精神科に興味があ
ると話していましたので、糖尿病内科での
研修中に「糖尿病とうつ」についてまとめ
ておこうとしたのが始まりでした。当院在

籍中に宮﨑先生には多くの学会で発表をし
ていただきましたが、宮﨑先生が大学病院
の精神科に進んだ後にも症例を増やして検
討を行ってきました。当院での結果につい
ては、日本糖尿病学会雑誌に投稿し今月号
に掲載される予定になっています（新谷哲
司ら . 糖尿病患者における抑うつ症状の頻
度と教育入院による改善効果 . 糖尿病 56
（11）, 2013）。
　また、更に詳細な検討を行うため、以前
在籍していた県立中央病院の先生方にも協
力していただき、合計 528 例の糖尿病教
育入院患者のデータとしてまとめたのが今
回の発表になりました。

　糖尿病診療を行う際には食事療法、運動
療法、薬物療法のみでなく、その土台に十
分な糖尿病教育がないと満足な効果は得ら
れないと考えています。その糖尿病教育の
有効性について抑うつの面から示すことが
できたのではないかと考えています。　
　思いがけないことに学会上で日経メディ
カルの取材を受け、オンライン版の学会ダ
イジェストに取り上げられました。発表内

容についてはこちらが詳しいので興味のあ
る方はご覧下さい。（Google や Yahoo な
どで「糖尿病教育入院 SDS」で検索する
とでてきます。）

　今回、長期の出張を許可していただきま
した山本院長、水上副院長や、出張中の留
守を預かってくださった河本医師、眞鍋医
師をはじめとする糖尿病チームスタッフに
は大変感謝しています。
　自分たちの
診療の質を上
げるために、
これからも臨
床現場の視点
からの臨床研
究を行ってい
くことができ
ればと考えて
おります。今
後ともよろし
くお願い致し
ます。
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